
大白蓮華 6 月号、座談会御書への疑問 ２０２５年５月２７日  

創価高校、大学４期 図斉修 

「背景と大意」（４９頁）の記述―三世十方の諸仏菩薩、諸天善神などは、その

根幹は教主釈尊という仏―では、「教学要綱」と同じく釈迦本仏の邪義です！  

大白蓮華６月号の座談会御書「日眼女造立釈迦仏供養亊」は以下です。 

譬えば、頭をふればかみゆるぐ。心はたらけば身うごく。大風吹けば草木し

ずかならず・大地うごけば大海さはがし、教主釈尊をうごかし奉れば、ゆるが

ぬ草木やあるべき、さわがぬ水やあるべき。（新１６１０，全１１８７） 

大白蓮華の「背景と大意」の解説文は容認できません。このままでは、日蓮大聖人が

御本仏ではなく、文字通り釈迦本仏になってしまうからです。 

私は、この度の拙文も、日蓮仏法の真義と池田先生の正義を厳護する為、池田門下

生の使命のもとに、以下、論述致します。 

 

 

                         

 

 

 

 

 

大白蓮華の５１頁、通解（次ページで引用）の中にかっこ書きで「（御本尊）」と入れた

のは、それを入れないと露骨な釈迦本仏論になってしまいますので、さすがにそのまま

には出来なかったのだと考えます。 
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「その根幹は教主釈尊という仏」という文が大謗法であると考えます。人間革命 6巻、

推移の章（昭和六十二年版）の p.175では、釈尊は迹仏と、三回に渡って述べられてい

ます。百六箇抄が削除されており、明らかに問題があるワイド版でさえ、「確かに、釈尊

が迹仏であることは、言うまでもない。だがそれは久遠元初の自受用身を本仏とするが

ゆえ」と、ちゃんと述べられています。そして、続く「根本の仏を動かす強き祈り」というの

は、文字通りインドの釈尊を本仏とする釈迦本仏論であり、完全な邪義であり、人間革

命の教えに違背しています。 

また、大白蓮華 52，53頁の解説も明快さを欠き，何だか訳の分からない意味不明な

ものになっています。これも「久遠元初自受用身」「人法一箇」という重要概念を用いな

い故です。この御文の「教主釈尊」とは「久遠元初自受用身」「南無妙法蓮華経如来」

であり、人法一箇の御本尊であると言い切らなければなりません。これでは「教学要綱」

と同じく、文底の日蓮大聖人を否定、文上解釈だけの釈迦本仏論です。 
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上記、「拝読御文の「教主釈尊」という仏は、宇宙と生命を貫く根本法、すなわち、南

無妙法蓮華経と一体です。釈尊も、この法によって成仏しました。」 

この５２頁の解説は邪義です。理由は、南無妙法蓮華経は、釈迦の所有物ではない

からです。戸田先生の講義にこうあります。「久遠実成の釈迦如来は、我本行菩薩道に

おいて、南無妙法蓮華経を修行したことは歴然としています。ただ化導にあたっては、

釈尊は南無妙法蓮華経とはいわないのです。法華経二十八品をいったにすぎないの

です。南無妙法蓮華経は、その釈尊の所有物ではありません」(『戸田城聖全集』

第 6 巻 p. 474)―と。 

大白蓮華の講義では、教主釈尊と南無妙法蓮華経が一体であると解説しております

が、これは邪宗の解釈であり大問題です。 戸田先生の以下の教えに背いています。

「人法一箇とは、仏法の大眼目であり、正邪の判別はこれにある。 南無妙法蓮華経即

日蓮大聖人であるにもかかわらず、邪宗では、南無妙法蓮華経の法を立て、久遠実成

の釈迦を人に立てている。人法のそろわぬことは大問題である」 (『戸田城聖全集』

第 4 巻 p. 67)―と。又、「釈尊も、この法によって成仏しました」と大白蓮華に解説されて

いることをもって、p49の「（釈迦は）根本の仏」という大白蓮華の主張は邪義であること

を知るべきです。 

なぜなら、南無妙法蓮華経によって仏になったのですから、始まりがあり、無始無終

の仏とは言えないからです。南無妙法蓮華経を所持されているのは、御本仏日蓮大聖

人であり、有始有終であり迹仏である釈迦ではありません。次の池田先生の指導を生

命に刻むべきかと思います。「妙法は大宇宙の根源の法である。その法を久遠元初以

来、悟り、所持されているのが日蓮大聖人であられる。人法一箇の妙法であり、御本尊

も「南無妙法蓮華経 日蓮」とお認めである。」 (池田大作全集 84巻, 永遠に自在の境

涯を開こう, p. 198)  

学会本部が『教学要綱』全体のきちんとした学習会を開催できないというこ

とは実に重大な問題です。教義変更の理由と根拠を明示できないので、学習会

が開けないのです。『教学要綱』は創価学会の基盤である教義を壊してしまい

ました。その謗法の罪の大きさは日顕以上といえるでしょう。宗教団体が会員

に対して自信をもって説明できる教義を持てないということは宗教として死ん

でいる状態と言っても過言ではありません。今回の大白は事態が深刻であるこ

とを示していると思います。以下に、池田先生のご指導を引用申し上げます。

先生は、― 「教主釈尊をうごかし奉れば」―ここで、教主釈尊とは、末法今

時においては、日蓮大聖人のことであり、すなわち大御本尊のことでありま

す。―と、明確です。       3/15 



東北本部幹部会 日眼女   1968.3.25 「池田大作講演集」第 1巻 

清き信心の一念が時代の潮流を動かしていく  最後に日眼女造立釈迦仏供養事

の一節を拝読したい。「頭をふれば髪ゆるぐ心はたらけば身うごく、大風吹けば草木しず

かならず・大地うごけば大海さはがし、教主釈尊をうごかし奉れば・ゆるがぬ草木やある

べき・さわがぬ水やあるべき」と。 

 

 「頭をふればゆるぐ」―頭をふれば、当然、髪の毛は揺れる。「心はたらけば身うごく」と

は、私達は、こうしたい、ああしたいという願望、または、こうしなくてはいけない、こうしよう

といった義務感、決意等々、心の働きをもとに行動することは当然であります。 

 「大風吹けば草木しずかならず」―大風が吹けば、草木は当然大きく揺れていく。「大

地うごけば」とは地震であります。「大海さはがし」―地震が起これば、当然、波が高まり、

津波とか高波が起こってくる。ちょうどこのように「教主釈尊をうごかし奉れば」―ここで、

教主釈尊とは、末法今時においては、日蓮大聖人のことであり、すなわち大御本尊のこ

とであります。したがって「教主釈尊をうごかす」とは、私どもの信力そして行力によって、

仏力・法力を湧現していくことである。仏力法力とは大御本尊のお力であります。 

 

 すなわち、八万法蔵の極理である大御本尊を根本として、信心強盛に進むならば、

「ゆるがぬ草木やあるべきさわがぬ水やあるべき」―つまり、一切の社会環境を、私達の

進む方向へ、自由に動かしていくことができる。清き信心の一念があれば、大自然をも

動かしていけるとの、力強い御文なのであります。－と。   

中部記念幹部会 日眼女  1976.7.27 「広布第二章の指針」第 9巻 

勤行は朗々として正確    最初の「勤行は朗々として正確」については「頭をふれば

髪ゆるぐ心はたらけば身うごく、大風吹けば草木しずかならず・大地うごけば大海さはが

し、教主釈尊をうごかし奉れば・ゆるがぬ草木やあるべき・さわがぬ水やあるべき」という

日眼女に与えられた御書の一節に、わかりやすく説かれています。 

 頭を振ればしぜんに髪がゆるぎ、心が働けばしぜんに身が動く。”さあ、これから仕事

をしよう””さあ、これから食事をしよう”と心が働くから、身も同じように動いていく。また大

風が吹けば、草はかならず、それにしたがってなびく。「大地うごけば」―地震があれば、

海の水も大きく動くものである。 そのように、教主釈尊すなわち御本尊に朗々と勤行、

唱題をすれば、自分の生命の仏界が大きく動いていくともいえます。ですから信心強盛

に朗々たる勤行、唱題の場合には「頭をふればかみゆるぐ……」がごとく、釈尊すなわち

御本尊も動いてくださり、三世の仏菩薩そして諸天善神も働いてくれる。    4/１５ 
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これこそが、われわれの生命から仏界を湧現させ律動させることができる根本法則な

のです。そのような意味で、勤行は朗々として行わなくてはならない。頭を少ししか動か

さない場合は髪も少ししか動かないように、勤行のとき、信心弱く小さなボソボソという声

では、御本尊は大きくは動いてくださらない。胸を張って、姿勢を正し、すがすがしい勤

行をしてください。だれが見ても”毅然としてすばらしいな”といわれるような姿勢でなくて

はなりません。―と。    

さらに、先生の下記ご指導もご参考下さい。（池田大作講演集第２巻より） 

  

教主釈尊といっても、教主釈尊には、六種類あります。 

第一に蔵教の釈尊、これは小乗経を説く仏です。第二に通教の釈尊、第三に別

教の釈尊、これら通・別の仏は権大乗教の教主であります。第四に法華経迹門

の釈尊、これは実大乗教の法華経迹門を根底とする仏であり、三千の昔から化

導が始まっております。第五に法華経本門文上の釈尊、これは第四の迹門の釈

尊とは違い、五百塵点劫という違い過去より衆生を教化してきた仏でありま

す。釈迦仏法においては、本門文上の釈尊が究極に位する仏であります。 

 

 第六に法華経本門文底の釈尊があります。すなわち久遠元初自受用身・即南

無妙法蓮華経の教主・日蓮大聖人であります。このように、教主釈尊といって

も、教法によって六種の相違があるわけです。釈尊という名は同じでも体が異

なることを知らなければなりません。 

 

末法今日、教主釈尊とは、最高の法たる妙法を私達民衆に説き示した日蓮大

聖人であります。大聖人の御命は妙法の当体であり、そのご生命を一幅の御本

尊に顕現され、書き顕わされたのであります。すなわち、御本尊は宇宙生命の

縮図ともいえます。御本尊は人法一箇でありますから、人に約すならば、日蓮

大聖人とも教主釈尊とも仏とも拝するのです。名は異なっていても、その実体

は同じであります。（中略） 

 

また、法華経には三種類あります。第一は釈迦の説いた法華経二十八品、第

二は天台大師の論じた摩訶止観という法華経、第三は日蓮大聖人が唱えた南無

妙法蓮華経――五字七字の法華経の三つです。五字七字の法華経こそ末法万年

尽未来際の衆生を救いきり、人類を救うことのできる根本法であり、それが御

本尊です。（中略）御本尊を持ち信心・実践する者は釈尊、すなわち日蓮大聖

人と全く等しいという御文です。 
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 以上、池田先生のご指導により、大白蓮華６月号は文上だけからの記述であ

り文底解釈をしない邪義といえるのです。 

（私見）池田先生のご指導は、仏法の時代区分である三時（正法［しょうほ

う］/像法［ぞうほう］/末法［まっぽう］―①正法とは、釈尊の教え（教）と

その実践である行とその結果である証の三つがそなわる時代、②像法とは、教

と行があって証のない時代、③末法とは、教のみあって行証のない時代）にお

ける文献を、日蓮仏法の真義に基づき、末法、現代の私たちに理解できるよう

に解説、蘇生し、意義付けされたのだと拝しております。 

なお、日眼女に釈迦仏供養を許容された日蓮大聖人の真意については、非常に重

要なことであり、大聖人のご真意に則って本抄の「教主釈尊」をどう読むかということが、

更に必要であります。そこで、本稿最後に、須田晴夫氏の著作「『創価学会教学要綱』

と日蓮本仏論の考察」から、重要な論述を引用させて頂きましたのでご参考下さい。 

                      ＊＊＊ 

 

また、日蓮大聖人御書講義第２４巻の３００頁には、以下のように「教主釈尊」とは、

「人法一箇の御本尊」であると、文底からご指導されています。これを、大白蓮華が示さ

ないことは、三代会長、就中、池田先生のご指導に違背する「教学要綱」と同じです。 

 

大風吹けば草木しずかならず、大地うごけば大海さはがし。教主釈尊をうご

かし奉れば、ゆるがぬ草木やあるべき、さわがぬ水やあるべき、について 

 

－日眼女の供養した釈迦像を賛嘆するためにこのような表現をとられている

が、「教主釈噂」とは大聖人の御内意においては人法一箇の御本尊

のことである。自身においては根本の生命、仏界の生命である。－と。 

 

以下、御書講義を引用申し上げます。      
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                        追記 

座談会御書を研鑽中、友人から下記の教示を頂きました。非常に重要な視点である

と感動致しました。ご参考下さい。 

日眼女が弘安２年の段階においても造仏したというのは、僧侶の弟子に対するのとは

違って、武家の、それもご婦人レベルでは、深い法門の教示がなされていなかったか、

あるいは、なされていたとしても、理解できなかったためでしょう。旦那の四条金吾です

ら、よくわかっていなかったと考えられます。下総の大田乗明や曾谷教信も迹門不読の

僻見を抱いていて大聖人から無間大城に落ちるぞと厳しく叱責されるような状況ですか

ら、教学を教育することが大変だったことがうかがわれます。 

 

 大聖人は、念仏等の邪宗があふれかえっていた当時において、法華経と釈尊を大切

にした日眼女を漸進主義の観点から抱擁しつつ、丁寧に法門を御指南されていったと

想像します。日眼女への御書で、「教主釈尊」との言葉を使われて言いますが、同時に

釈尊や法華経を月にたとえています。太陽ではないのです。 

大白蓮華の座談会御書「日眼女造立釈迦仏供養亊」の御文のすぐ前には、以

下記されております。（新版１６１０） 

―釈尊は天の一月（いちげつ）、諸の仏菩薩等は万水に浮かべる影なり― 

そして、翌年の弘安三年、門下一同のために著された諌暁八幡抄（新版７４７頁）

では、月と太陽を挙げて、釈尊・釈迦仏法より、大聖人・日蓮仏法が優れていることを、

以下のように示されています。 

 

― 月は西より東に向かえり。月氏の仏法の東へ流るべき相なり。日は東より出ず。日本

の仏法の月氏へかえるべき瑞相なり。月は光あきらかならず。在世はただ八年なり。日

は光明、月に勝れり。五の五百歳の長き闇を照らすべき瑞相なり。― 

以上で、論述を終えます。この拙文を親しきご友人と共有下さいませ。そして、皆様

のご高見を拝したく存じます。ご意見を、zusaiosamujyumoku@yahoo.co.jp へお願い

申し上げます。                                  敬具 図斉 修 
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   参考資料： 須田晴夫著『創価学会教学要綱』と日蓮本仏論の考察 
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